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大学運営に関する活動 
 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

大学運営は第2期中期目標や平成28年度計画をもとに行われ、その中には学生生活に

関わる事項が存在します。また第2期中期目標には、「次期中期目標期間中における大

阪市立大学との統合による新大学の実現に向け、準備を進める」とあり、大阪府立大

学と大阪市立大学の統合(以下、府市大統合)に向けた検討がなされています。府市大統

合によりキャンパスの再編や課外活動への影響などが予想されるため、府市大統合は

学生生活に影響を及ぼすと学生自治会は考えます。そこで学生自治会では、学生の実

情や意見を大学に伝える、学生が不利益を被る場合には改善をはたらきかけるなど、

大学運営に関する活動を行います。 

大学の運営計画に関する活動を行います 

第2期中期目標や第2期中期計画、平成28年度計画には教

育設備負担金の導入や施設整備計画の推進など学生に影響

を与えるおそれのある事項が記載されています。また、平成

28年3月に学域制が完成したことを受けて、今後カリキュラ

ムの変更など学生生活に関わる変化が発生するおそれがあ

ります。学生自治会は、大学の運営計画に関する情報を収集

し、大学運営によって学生に不利益が生じる場合には、適宜

大学に改善を要請します。 

府市大統合に関する活動を行います 

第2期中期目標に記載されているとおり、今後、大阪府

立大学では府市大統合に向けての準備が行われます。学生

自治会は、府市大統合に関する情報を収集・宣伝し、府市

大統合によって学生が不利益を被る場合には、適宜大学に

改善を要請します。 


